
 

 
ナノ計測と情報科学で観る物質共生: 界面分子プロセスと

材料設計 

林智広（東工大・物質理工） 

人工物と生体分子･細胞･微生物･生体組織の界面

(バイオ界面)の理解は､医療デバイス､生体内の分子

プロセスの理解､清潔な生活空間の確保などの応用の

場面で必須である｡バイオ界面における分子の振る舞

いは､界面相互作用を決定し､生体分子･細胞･日背物･

組織の運命を決定する｡つまり界面におけるプロセス

を理解することで､はじめて学術的に裏付けのある､

｢物質共生｣材料の構築が可能となる｡ 

本発表では､水晶振動子マイクロバランス法

(Quartz Crystal Microbalance: QCM)(図 1)､原子間力

顕微鏡(Atomic Force Microscopy: AFM)(図 2)などの

様々な表面･界面分析手法を用いて､バイオ界面にお

ける分子プロセスを解析した例について紹介する｡抗

タンパク質吸着･抗細胞接着特性を持つ表面に共通し

て形成される界面水分子の層､界面水分子によって引

き起こされる界面相互作用､タンパク質･細胞･微生物

との相互作用を系統的に解析し､いかに材料の物理化

学的特性が生体応答を決定するかを議論する 1–6｡実験

と情報科学を組み合わせ､人工物と生体の間に形成さ

れる階層的構造を丁寧に解析､議論し､生体分子･細

胞･微生物の応答が決定するメカニズムについて紹介

し､｢物質共生｣の深淵に迫りたい｡ 
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図 1 QCM を用いた材料表面と接着した

菌体の距離を計測する手法の模式図 

 

 

図 2 RGD サイトの可視化技術の模式図

(上) SAMs に接着した血管内皮細胞の蛍

光顕微鏡像(中) AFM で可視化した RGD

サイト(下) 
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